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論文内容要旨
 ウニ卵の受精の際,精子が卵表に達すると,卵の表面に…連の変化,即ち表層粒の崩壊,受精膜
 の紅挙,透明層の形成が起る。卵内に入った精子核は星状体の発達にとも友って,卵の中心部へ移
 動し,やがて卵核と合致する。
 しかし,実際に両前核の核物質が融合するのは第一一一回目の卵割に入ってからである。
 従って,精子の尖入から第…卵割期にむける核物質の融合までの期間は受精の過程に含まれる。
 これまでの受精に関する研究は主として精子の尖入に続く最初の可視的変化である表層変化に集中
 され,その後の内部細胞質の活闊ヒとの関係はあまり注目され左かつた。
 しかし,これまでの人工単為生殖に関する研究は未受精卵の付活が人為的に誘導された表層変化
 と平行して進むことを暗示している。
 従って,表層変化が内部細胞質の活性化を誘起するか否かは発生開始の機構を知るためにぜひ解
 明されねばならない点である。本研究は精子の尖入から卵割に至る受精過程に対する表層変化の役
 割,特に内部細胞質の活性化との関連及び卵内細胞器官との関係を明らかにすることを目的とした。
 1細胞質受精素含有体としての表層粒
 ウニの未受精卵の表層に受精抑制因子(これは細胞質受精素と同一一物と考えられる)が存在し,
 未受精卵の活性を抑えていると推定されてきた(Rumst6m・Immers1956参照)。1㎜ers(1956)
 は未受精卵の表層にHaleの醋酸鉄一7キ・シアン・カリウム法に陽性な`Cor七icalユ三又は
 ̀exteriolrim}}のみられることを報告したが,Ru㎜str6m等(1956,1959)はこの構造に卵
 内受精抑制因子(細胞質受精素)が局在すると考えた。
 わが国のウ羅っし・て,1㎜ersと同様鞭髄行薦と共に,表層粒の保存噛し姻定敏
 よって固定した材料についての観察及び多糖類のための細胞化学的検出の結果の比較検討から,
 1㎜er8の硫髄醸層粒が不適当に固寝れ鮫めの変形像であることがプりかった。従って,
 表層粒が細胞質受精素を含む可能性が推察された。
 もし表層粒が受精素を含み,且受精素と受精抑制因子が同・一であるならば,抗受精素と反応させ
 ることによって,表層粒の変化及び卵の清幽ヒが起ることが期待される。そこで,精子から抽出し
 た抗受精素を含んだ海水中に来受精卵をいれ,卵に変化が起るか否かを調べ,内部細胞質の活性化
 に先立って表層粒が変化し,低膜を形成するのをみた。受精膜硬化に対して受精素と類似の作用を
 示す過マンガン酸カリウムによっても同様な結果が得られた。これらのことか建)表層粒が細胞質受
 精素又は少ぐともその類似物を含むことを結論した。卵から分泌される受精素(細胞質受精素)が
 あり,こカ.が表層粒と同一又は類似の物質であることは既に元村(1950-tg聞)によって指摘さ
 れているが,本実験は元村の結果を支持すると共に,表層粒が卵の活性化に関連する可能性をも示
 す`ものである。
 1i表層粒崩壊抑制卵の発生
 表層変化又は表層粒の消失が卵質の活性に関係するか否かをみるための実験的解析の手段として,
 精子の尖入を妨げずに,表層変化を抑える方法を考案した。加糖後10～60秒してから卵をアセト
 ン,酪酸又は乳酸を含む海水で1-4分間処理して正常海水にもどすと,処理の強さの程度に応じ
 て部分膜形成卵から密着膜形成卵まで種々の程度に受精膜の形成が抑えられる。これは精子の卵内
 への尖入が妨げられたためではなぐ,表層粒の崩壊が抑制されたことによるものである。これらの
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 卵で卵割の進行したものでは割球が互に遊離するが,これは受精膜の形成と共に透明層の形成もま
 た抑制されるためである。こ.のことから表層粒が受精膜及び透明層の原基物質の一つであると結論
 した。更に,これらの分離割球は後に再結合し,多重複奇型を生ずること及び卵割面にも表層粒の
 残存することをみた。
 皿表層の再付活による卵割の促進
 受精後アセトン,酪酸,抱水ク・ラールで処理して表層変化の抑制した卵は正常海水にもどして
 も、なか卵割率の低下及び卵割遅延を示ず。すなわち,表層粒の残存又は未活性化表層の存在と平行し
 て卵割の進行が妨げられる。
 このような抑制卵を尿素や酪酸エチルなどの表層変化を誘起する付活剤で後処理すると受精膜の
 控挙,す左わち表層変化の進行と平行して,卵割率の回復がみとめられた。これから表層変化は卵
 割と関係し,表層粒の消失又は皮部細胞質の活性化が卵割に促進的に働くものと結論した。
 W部分付活卵における外・内細胞質関係
 前章で,表層変化が卵割と関係することを示したが,両者の間には時間的にずれがあり,途中に
 種々の発生変化の段階が介在するので,途中の段階にかける卵質の変化の過程を明らかにする必要
 がある。そこで,受精後アセトン,酪酸,抱水ク・ラール等で処理して得た部分膜紅挙卵について
 精子の尖入から卵割に至る間にみられる卵要素の行動を生体及び固定切片標本について観察し,活
 惚ヒ表層と細胞質及び細胞器官との関係を追跡した。
 結果は次のようにまとめられる。
 L色素粒は付活された表層の近ぐでのみ移動・集積する。
 2・生体染色顆粒の出現及び移動も表層変化に依存する。
 3、遠心分離による分属,切断,伸長によって粘性を比較すると,アセトン処理卵は未受精卵に
 近い。テなわち,表層変化抑制卵の細胞質は未受精卵の細胞質に近い性質をもつ。
 4・卵割率は表層変化の程度と平行する。
 5.第一卵割溝の形成位置は活性化した表層の中心、精子尖入の推定位置に集中する傾向がある。
 6.部分付活卵は不等に分裂する傾向がある。
 7・卵に入った精子核は付活表層近ぐの細胞質内でのみ移動可能である。
 8、卵核が変化表層に近い位置にあるときは両前核の合体が進行するが,活性化表層より離れた
 位置にある卵核は移動しない。これは卵核は細胞質が活性化されないと移動できないためと考
 えられる。従って両前核は合体せず.精核は単独で分裂する。
 9、星状体の発達は付活表層附近の細胞質内に限られる。精核の移動が限定されるのは星状体の
 発達が制限されることによる。
 これらの結果から,表層変化にともなう皮部細胞質の活性化が内部細胞質の活性化を誘起し,こ
 の活性化された内部細胞質が核,中心体,星状体などの卵要素の機能を喚起し,その発達や行動を
 規制すると結論した。
 以上の結果から,表層粒の消失→外部細胞質の活性化→内部細胞質の活性化→卵要素の機能化→
 細胞分裂の進行と進む連鎖的な変化の過程の存在することを結論し,更にこれらの卵要素間にみら
 れる相互作用の関係を示した。
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論文審査要旨
 長内健治提出の学位論文はウニの表層変化と卵質の活惰北に関する研究で,受精現象に伴う細胞
 質変化の解析を行なったものである。受精の研究はこれまで主として精子の進入による最初の表層
 変化に集中され,その後の内部細胞質変化との関連はあまり注目されなかった。長内の研究は受精
 後の変化を卵割期まで追究して表層変化と内部変化の部位的な関連性を明らかにしたものである。
 ウニの未受精卵の表層粒は受精膜原基物質の1として卵の表面に近く存在し,且つその生理的左
 はたらきは受精素,即ち細胞内受精素であることは知られていたが,これが更に卵内活性化抑制因
 一子としてはたらくとの予想のもとに,抗受精素の未受精卵に対する作用をみて,まずこの可能性を
 たしかめた。
 更に加糖後10-60秒以内に卵をアセトン,酪酸などを含む海水に移して,受精膜の形成を部分
 的または全面的に抑制することに成功した結果.表層粒の放出と,硝子膜の形成は常に関連し,表
 層粒は受精膜硬化物質であると共に,硝子膜形成の原基物質である事を示した。
 次に受精後アセトンなどによる処理の結果生じた,部分的に受精膜の形成された卵については、
 表層粒の残存している部分の内部細胞質は活性化されていないことを,種々の面から証明した。即
 ち卵割溝は常に表層粒の放出された部位から形成されること,表層粒の放出された部位に分裂装置
 製rlち星状体が形成されること,表層粒の放出され攻かつた部分に存在する雌前核は移動をむこし得
 ないこと,正常受精卵についてみられる色麦粒の核周辺への移動は表層粒の放出された部分の細胞
 質に限って進行し,碗の部分は未受精卵と同様の状態にあること,生体染色された粒子も同様左行
 動をとること、アセトン処理によって活性化を抑えられた卵は卵割も寿ぐれ,且つ細胞質の粘性は
 未受精卵に近い状態に止ることなどから,内部細胞質の活性化は常に表層粒の放出にともなって進
 行し,また活性化される部分は表層粒の放出された部位に限られることを証明し,表層粒放出と内
 部細胞質活性化の関連を明らかにした。これ、らの結果は外国にむいても高く評価されている。
 またアセトン処理により活性化をむさえられた卵を尿素などによって再付活されることも明らか
 にして,上述の関係を更にたしかめている。
 受精卵のアセトン処理による活性化の抑制は長内の独創によるものであって,この方法を駆使し
 て細胞質の部分付活と表層粒の放出との関係を明らかにしたことは,今迄未開拓であった受精と卵
 割との関係の分野の知見に進歩をもたらしたものである。
 よって審査員は長内健治提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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